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「自分の頭で考え、判断し、
 行動できる人間」の育成

本校では、「生徒一人ひとりを大切にする教育」
「生徒一人ひとりの希望進路を実現する教育」を実践しています。
本校で学ぶ全ての生徒が、教科学習・部活動・特別教育活動全般を通して、
生き生きと光り輝く3年間を送れる学校づくりを目指しています。
特に校訓である「自主創造」の精神のもと、
自分の頭で考え、判断し、行動できる自立した人間の育成に重点をおいています。
また「人づくりの佐野日大」をスローガンに掲げ、21世紀を生きる若者に、
深い教養と他者への思いやりや感謝の心を併せ持つ
温かい「人づくり教育」に全力を注いでいます。
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4つの教育の柱 BIG-I
ビッグ アイ

Basic
基礎学力・応用力の育成
生徒一人ひとりの希望進路を実現するために、最も大切なのが基礎学力・応用力の育成です。
日本大学の付属校である本校は、その強みを最大限に生かしつつ、日本大学をはじめ、それぞれの希
望進路に応じて、学習指導、進路指導、生活指導のバランスをとりながら、全力で皆さんをサポートし
ていきます。

ICT
ICTを活用した教育
本校では、生徒それぞれが自分専用のiPadを利用しています。全教室内に設置された無線LANに
接続し、校内のどこからでも学習課題の送受信や映像資料の閲覧が可能です。また校外でもイン
ターネットを利用し、いつでも学校とつながることができます。本校もコロナ禍により臨時休業を強いら
れましたが、インターネットを介した授業や面談で生徒との繋がりを保つことができました。このように
生徒たちはICTの活用により学習機会を広げ、能動的で深い学びに取り組んでいます。

Global
グローバル教育
これまで実施してきたイギリスやアメリカなどの海外の姉妹校との交流に加え、令和元年度から3か月
間のニュージーランドターム留学、ハンガリー・オーストリア研修などが新設され、本校のグローバル教
育はより充実したものとなりました。さらに、それらのプログラムの中にSDGsについて学ぶ機会も用意
していきます。また、英語のディベートや校内でのプレゼンテーションコンテストの大会などにもチャレ
ンジできます。自らの可能性を発掘し、佐野の街から世界へ羽ばたき活躍するための基礎を作ります。

Inquiry-based
Learning

探究学習
本校は、すべての生徒が長い期間を通して一人1テーマで研究に取り組みます。研究テーマはそれぞ
れの興味関心や将来の希望進路に関連したものを自由に設定します。科学的手法を用いて深く思
考し、その研究の過程で、プレゼンテーション能力やICTを活用する能力など社会に出て活躍するた
めの基盤を作ります。同時に新たな大学入試に対応する力や、自らの希望進路をより明確にしていく
力を育成していきます。
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基礎学力・応用力の育成Basic

一人ひとりを輝かせる魅力あふれる3コース+αクラス
心の教育

「人づくりの佐野日大」を実践すべく、調和の取れた豊か
な人間性の育成を目指します。また自分を律しながら自分
の頭で考え判断し行動できる自立した人間の育成を図り
ます。

確かな学力の育成
生徒一人ひとりの希望進路を実現するために、基礎基
本を徹底し、自学自習の習慣化を図ります。質の高い
授業や課外授業などを通して、大学入試に対応する幅
広い知識・確かな学力の養成、学ぶ意欲の向上に努め
ます。また教員自身も、相互授業参観、研究授業、研修
会、生徒による授業評価、授業改善シートの作成などを
通して、自らの教授力の向上に取り組んでいます。

ボランティア活動
本校の校訓である「自主創造」にも掲げられているよう
に、これからの大学入試では生徒の「主体的に取り組む
姿勢」を重んじる傾向にあります。ボランティア活動は、
自ら「考え」、「行動」することで、生徒の主体性はもちろ
ん、広く社会福祉に貢献する心を育てます。本校では、イ
ンターアクト・クラブを中心に様々なボランティア活動を
行っており、社会で活躍できる人づくりを目指します。

5
つ
の
特
長

日本大学への付属校推薦制度 総合大学である日本大学への付属校推薦制度があり、ゆとりを持った進路選択ができます。部活動にも
安心して取り組めます。1

自分を伸ばす3コース＋αクラス 特色あるコース・クラスで生徒それぞれの希望進路に合った効果的な学習ができます。2

進級時にコース・クラスのランクアップ 入学後の希望と学力により、進級時にコース・クラスのランクアップができます。もちろんαクラスへのラン
クアップも可能です。3

放課後と土曜日を有効活用 第1・3・5土曜日に通常授業を行い、授業時数を確保。放課後は各種講座や部活動にしっかり取り組
め、学習と部活動の両立が可能です。4

3年間継続可能な奨学生制度 入学試験の成績優秀者は、奨学生制度による特典が受けられます。2・3年次も成績優秀者は、引き続
き特典が受けられます。5

グローバル教育Global

学びの機会が広がる国際交流

国際交流プログラムを通してSDGsについて学ぶ
機会を増やしていく予定です。SDGsとは、2015年
の国連サミットで採択された2030年までに持続可
能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴー
ル・169のターゲットから構成されており、発展途上
国と先進国が協力して取り組んでいます。

●  英語プレゼンコンテスト
英語の4技能を向上させるために様々な取り組みを行っていま
す。その1つが英語プレゼンコンテストです。コンテストに向け
てALTの先生によるEssay Writingやスピーキング力向上の
授業を行います。一人1テーマの探究活動の内容を英語で発
表し、主体的な学びを通して英語力向上を目指します。

●  E-skip
  （English Skills Improvement Program）

朝のSHR後の10分間を利用して英語4技能を向上させるた
めの朝学習の時間を設けています。

●  英検全員受験 （年1回） ●  オンライン英会話
●  ALTによる英会話講座
●  ALTによるディベート講座

英語4技能向上のための
取り組み

探究活動×SDGs
×グローバル教育

ニュージーランドターム留学
ネーピアというニュージーランド北島にある都市で、ホームステイをしながら
現地校に通います。現地の文化や生活を体験することにより、語学力・人間
性・国際感覚を磨き、世界で活躍できる力を養います。

他のプログラム名
月壇中学（交流校訪問）
中国語講座
ハンガリー・オーストリア研修（姉妹校訪問）
アメリカグレシャム高校訪問科学研修（姉妹校訪問）
ハーバード大学生とのSLICEプログラム（会場本校）
マレー半島Field Work
イギリス短期海外研修
ケンブリッジ大学サマープログラム（日本大学主催）
ケンブリッジ大学イースタープログラム（日本大学主催）
ニュージーランドタマテア高校（オンライン交流）

豊富な国際交流プログラム

●  ハンガリー研修
ナギバージョーニという都市
で、持続可能な社会に関して
の取り組みを学び、環境問題
の解決について考えます。ま
た、JETROを訪問し、経済や
地方創生について学びます。

●  イギリス短期海外研修
ロンドンオリンピックのオリンピック
パークエネルギーセンターを視察し、
低炭素排出プラントを見学します。

●  マレー半島Field Work
水問題解決のための施設訪問や
多文化共生について学ぶプログラ
ムが用意されています。

アメリカ
グレシャム高校
カンザス大学
イギリス
キングエドワード6世校
ガールズグラマースクール
中国
月壇中学
ハンガリー
フンファルビ・ヤーノシュ高校

佐野日大の姉妹校と
交流校
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　ICTを活用した教育ICT

ICT機器の活用 リモートもオンラインも日常的に活用

連絡サポート

保護者への連絡にも万全を期すため、HPだけでなくそれ以外の様々なWebサービス
も活用しています。また、生徒に対しては本校からの連絡を自ら確認させる指導をしてお
り、情報に対して受け身にならず、管理する力を育てています。

保護者の皆様への連絡にも万全を期して

「頑張っている生徒に応えてあげ
たい」そんな先生方の熱い想いか
ら、この環境が生まれました。学校
以外でもインターネットを通じて課
題などの受け取りがスムーズにで
きます。デジタル化により、部活動
等の遠征先でも教材を閲覧するこ
とができます。

いつでもどこでも学べる環境1

どこにいても学習課題の送受信や映像資料の閲覧、学校からのお知らせの受け取りが
できます。これにより、これまでの受動的な学習形態から脱却し、自ら調べ、まとめ、発表
するといった能動的な学習が可能になります。協働学習やプレゼンテーションなどによ
り、主体性・創造性の気風に満ちた人材の育成を目指します。

アクティブラーニングによる
自主創造の実現へ3

資料のデジタル化（画面の共有、数値のグラフ化、リスニング教材の配信、実験データ
処理、映像データなど）により各教科での学習の幅が広がり、勉強する楽しさが増すな
どの効果が得られます。また、学習課題の配信によりペーパーレス化、学習活動の効率
化を図ることができます。「あの問題の解答は何だったかな？」疑問が湧いた時こそ学力
向上のチャンスです。

学習活動の効率化2

進研模試デジタルサービスを利用することで、模試の振り返り、大学研究、志望校の検
索などを行うことができます。また、大学受験時には願書の取り寄せ、ネット出願、過去
問題検索として活用でき、大学受験や進路選択をサポートします。

進路選択をサポート4

探究学習Inquiry-based Learning

課題発見力および問題解決力の育成
①「人の表面積を計測する」というテーマで、紙を使って表面積を計測する方法を考え、調べている様子
②・③探究学習発表の様子

探究心を育てる
取り組み

主体的に問題発見・解決し協働しながら
新しいものを創造する
文部科学省は「問題解決的な活動が発展的に繰り返されていく一連の学習活動のこと」と定義しています。一
般的な科目が、知識・技能を習得させることを中心にした授業であるのに対し、自ら課題を発見し、その課題を解決
するためのプロセスを体験しながらスキルを習得していくというような実社会に通用する資質・能力を育てる学習が

「探究」です。これから、グローバル化しAI化していく社会の中で求められる資質と能力は、主体的に問題発見・解
決し協働しながら新しいものを創造していく力だと考えられます。探究学習はそのような資質・能力を育てます。

●加熱食肉製品に含まれる食品添加物について
●体温を上げて健康を保とう
●冷凍したら腐らない？
●無限R-１を作る
●どのメーカーのバットが一番遠くに打球を打てるのか
●シャボン玉はなぜ浮くのか
●ミナミヌマエビとヤマトヌマエビの違い
●一人称について
●鉛筆の硬さで書くことができる長さは変わるのか

【これまでの探究テーマの一例】

「探究学習」とは

① ② ③
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大学合格状況

国公立大学（大学校含む） 35名

現役大学合格率 99.7%
現役大学進学率 95.6%

日本大学進学希望者の
現役日本大学進学率 96.8%

日本大学 377名

早慶上理などの難関私立大学等 209名

医歯薬獣医系学部 71名 防衛医科大学校（医）など
医2名、薬31名、獣医2名、歯9名、看護27名

令和4年大学合格状況
現役大学合格率の推移

法学部

文理学部

経済学部

商学部

芸術学部

国際関係学部

危機管理学部

スポーツ科学部

20

42

25

18

3

19

5

1

理工学部

生産工学部

工学部

歯学部

松戸歯学部

生物資源学部

薬学部

79

58

34

2

6

47

10

等

■日本大学

早稲田大学

慶應義塾大学

上智大学

東京理科大学

立教大学

中央大学

法政大学

学習院大学

青山学院大学

2

2

2

5

1

4

5

1

3

同志社大学

関西学院大学

立命館大学

芝浦工業大学

獨協医科大学（医）

東京薬科大学

自治医科大学（看）

1

1

2

6

1

2

1

等

■私立大学

大阪大学（薬）

東北大学

筑波大学

東京学芸大学

千葉大学

埼玉大学

宇都宮大学

群馬大学

信州大学

1

2

1

2

1

1

1

3

1

新潟大学

秋田大学

横浜市立大学

福島県立医科大学

前橋工科大学

防衛大学校

防衛医科大学校（医1、看3）

1

2

1

1

4

1

4

等

■国公立大学（大学校含む）
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卒業生の声

やりたいことを見つけるための
ヒントを与えてくれた場所

船山 優花さん　足利市立第二中学校出身

東京学芸大学
教育学部　学校教育系
特別支援教育　教員養成課程

特別支援学校でのボランティア活動に参加したことをきっか
けに、志望大学を決めました。大学では子どもの障がいと特
別支援教育について深く学び、特別支援学校の教員になり
たいと考えています。このように佐野日大は将来、自分がや
りたいことを見つけるためのヒントを与えてくれた場所です。
集中して勉強に取り組むことができる環境が整っており、頑
張る生徒を後押ししてくれます。

過去問を中心に自分の実力を見極めながら
勉強を進めました

風晴 裕さん　小山市立小山城南中学校出身

東北大学
工学部　機械知能・航空工学科

進路を決めたのは高校1年次でした。夏季セミナーで東北
大学のオープンキャンパスに参加したことがきっかけでした。
受験時は過去問を中心に自分の実力を見極めながら勉強
を進めました。学校へはスクールバスで通学していたので
すが、その時間も無駄にせず単語帳や参考書で学習しまし
た。大学では機械の設計について学び、様々な人の役に立
つ機械を作れるようになりたいです。

先生方の指導は適切で
とても心強いものでした

四十八願 優真さん　佐野市立田沼東中学校出身

大阪大学
薬学部　薬学科

受験に関する勉強法や進路指導等、先生方の指導は適切で
とても心強いものでした。特に進路に関しては私自身、わからな
いことも多く、担任の先生には様々な場面で相談に乗っていた
だきました。これまで数多くの受験生を見てきた先生方が身近
にいるという安心感から、受験勉強に一層集中できたように思
います。皆さんも佐野日大で信頼できる先生や切磋琢磨できる
友人を見つけ、将来の夢の実現を目指してください。

毎日良い刺激を
受けられる学校でした

桑沢 拓徒さん　足利市立坂西中学校出身

中央大学
国際情報学部　国際情報学科

高校入学前から国際的な大学に行きたいと思っており、入
学後に国際法に興味を持ち、法律も学べる大学に進みた
いと思ったので講義だけでなく、留学プログラムも充実して
いる中央大学国際情報学部への進学を目指しました。私に
とって佐野日大はたくさんの仲間と切磋琢磨し合い、生徒の
声に親身に耳を傾けてくださる先生方の熱心な授業等、毎
日良い刺激を受けられる学校でした。

部活動を通して
努力の大切さを学びました

遠藤 勇剛さん　志木市立志木中学校出身

早稲田大学
スポーツ科学部

サッカー部の練習を見学した際にサッカーの技術だけでなく礼儀
や挨拶、自主性など人として大切なことを学ぶことができると思
い入学を決意しました。高校生活で一番記憶に残っていること
は1年生の時の新人戦優勝です。チームとして佐野日大にタイト
ルをもたらすことができて、とても誇りに思いました。また、日々の
練習が報われたと感じ、努力の大切さを学べました。今後は海外
で活躍するアスレティックトレーナーになりたいと考えています。

稽古の成果が報われ、
インターハイ予選で優勝できました

荒井 孝征さん　小山市立小山第三中学校出身

法政大学
法学部　法律学科

剣道部に所属していました。高校生活の約半分がコロナに奪われ
てしまいましたが、大会が開催されることを願って仲間たちと日々 取
り組んだ稽古が一番心に残っています。稽古の成果が報われ、3
年生の時、インターハイ予選で優勝することができました。部活動
と勉強の両立はとても厳しかったですが、休み時間等を有効活用
して受験勉強に取り組みました。佐野日大は勉強にも部活動にも
集中できる環境が整っています。皆さんも夢を叶えてください。

医療を必要としている地域で働く
医療人になりたい

大澤 和さん　下野市立南河内第二中学校出身

筑波大学
医学群　看護学類

ダンス部に所属していました。社会問題をテーマにした作品を
仲間と協力して創作することを中心に取り組んでいました。大会
に向けた練習は辛いこともありましたが、全国入選という目標を
果たすことができたのは一生の思い出です。また、部活動の顧
問の先生を通じて筑波大学の魅力を知り、困っている人の役に
立ちたいと考え、看護学類への進学を決めました。将来は本当
に医療を必要としている地域で働く医療人になりたいです。

大学では語学について
より深く学びたい

金子 佳帆さん　宮代町立前原中学校出身

津田塾大学
学芸学部　英語英文学科

中学生の頃から語学に興味を持っていて、大学では語学に
ついてより深く学びたいと思い津田塾大学に入学を決めま
した。英語の力をつけようと思い、学校で行われる英会話講
座や、希望制の英語の課外授業にも参加し、積極的に英
語に触れるようにしていました。将来に関してはまだ具体的
に決まっていませんが、得意の英語を生かし、外資系の企業
に就職したいと考えています。

大学進学率の高さと部活動に
打ち込める環境が整っている学校です

福永 崇太さん　太田市立南中学校出身

日本大学
理工学部　航空宇宙工学科

大学進学率の高さと部活動に打ち込める環境が整っている
ことが佐野日大への入学を決めたきっかけでした。高校時代
はサッカー部に所属し、仲間たちと切磋琢磨しながら練習に
取り組めたことは今後にもつながる財産です。航空宇宙工
学科に進むことを決めたのは小さな頃から旅客機が好きだっ
たので、それをいつか自分の手で操縦してみたいと思ったか
らです。今後は目標に向かって勉強していきたいです。

道徳心を深め、
患者に寄り添える薬剤師になりたい

海老原 つかささん　古河市立総和北中学校出身

日本大学
薬学部　薬学科

コロナ禍で制限の多い中実施された仙台への研修旅行が一番
心に残っています。東日本大震災で被災した小学校を訪れ、津
波の怖さを目の当たりにして地震が与える影響を実感し、災害
に対して改めて向き合うきっかけになりました。その気持ちを忘れ
ず、人として道徳心を深め、患者に寄り添える薬剤師になりたい
と思っています。私は勉強に近道はないと感じています。やるべ
きことを明確にし、それに真摯に向き合うことが大切です。

自分のペースを崩さず
コツコツと受験勉強をすることが大事

新井 蒼空さん　古河市立古河第二中学校出身

日本大学
生物資源科学部　動物資源科学科

3年生の時の文化祭が印象に残っています。コロナウイルス
の影響下で工夫して催し物をしました。クラスメイトと団結、協
力し合ったことは貴重な経験になりました。受験勉強について
は自分のペースを崩さずコツコツと毎日繰り返していくことが
大事だと思います。困った時は先生方が親身になって相談に
乗ってくださります。大学では動物の生態だけでなく経営学に
ついても学び、親の仕事を手伝いたいと考えています。

佐野日大は生徒一人ひとりの
サポート体制が非常に手厚い

田辺 美結さん　春日部市立葛飾中学校出身

日本大学
文理学部　国文学科

佐野日大は生徒一人ひとりのサポート体制が非常に手厚
く、セミナーなどの課外授業を開催してくれたり、放課後、わ
からないところを先生に聞きに行くと親身になって教えてくだ
さります。基礎学力到達度テストのポイントを重点的に教え
ていただいたことにより、日本大学への進学の道が拓けたと
思います。大学では教員免許を取得し、中学校の教員になり
たいと考えています。
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佐野日大の教育の特色

Basic

B

B

B

B

B

基礎学力・応用力の育成 ICT

IC IC

IC

IC

ICTを活用した教育

Global グローバル教育 Inquiry-based Learning

In

In

In

探究学習

佐野日本大学高等学校には4つの教育の柱「BIG-I」があります。これら4つの教育が相互に作用し合うこ
とにより、深い教養と他者への思いやりや感謝の心を併せ持つ自立した人間の育成を目指します。また、
学校行事や、部活動を通して様々な体験や学びの中から世界観を育み、人生を創っていくための土台を
築き、学校生活に彩りを添えていきます。

「なりたい自分になるためのスイッチ」が必ずある！

放課後の課外授業。生徒がレベルや内容を
選んで参加します。AI教材、コースや学年を
超えて受講できる講座を選択。部活動を選択
することもできます。

「地域の経済活性化と文化の振興に貢献す
る」を目標に、地元・佐野市と連携しながら活
性化策を研究しています。

勅使河原由芽さん（R4卒）が佐野市の鳥「お
しどり」をモチーフに、羽を佐野日大の校章
にもなっている桜で表現！
校内のみならず佐野市を
はじめとする地域の人々
にも愛されるキャラクター
が誕生！マスキャラ募集
選考発表等の活動は生
徒によるマスキャラ選考
チームが行いました。

受験直前期の特別講座

個別最適化の学習

まちづくり部

さにちマスコット
キャラクターコンテスト2021

ニュージーランドタマテア高校
とのオンライン交流

＃introSNC
公式Twitterと
Instagramで佐野日大の日常
を発信するSNSチーム

特別進学コースプロジェクトT

G
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B

B

IC

G

In

In

一人1テーマの探究活
動。自ら課題を設定し、
解決に向けて情報を収
集・整理・分析、周囲の
人と意見交換等を通し
て、課題解決のための
糸口を探っていきます。
探究内容をスライドにま
とめ、英語で発表を行
います。

「長崎探究学習」
長崎大学と連携し実施します。班ごとに長崎の「歴史」、「自
然」、「世界遺産」などの探究テーマを設定。テーマに沿った
訪問先が提案され、1日かけて取材します。翌日学生をファ
シリテーターにブレインストーミングを行い、取材したことを整
理。テーマごとに洗い出された課題やその解決方法を話し合
い、最終的に新聞記事としてまとめます。

全国国際教育研
究 協 議 会 会 長
賞を受 賞した関
田真愛さん（R4
卒）。日本の技能
実習制度のあり
方について英語
で意見を発表しま
した。

佐野日本大学短期大学の先生により年間10回程度開講。
北京月壇中学との交流の機会もあります。

探究活動

研修旅行

高校生英語弁論大会

中国語講座

B

B

本校の文化祭は各クラスや文化部などの単位で全員が参加し
ます。自分で物事を考える力や価値観・道徳・協調性といった感
性を形成するために非常に重要な行事と位置付けています。

顕桜祭（文化祭）

G

G
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日本大学への推薦入学制度

創立130年を越えた日本大学は、16学部を擁する日本
最大の総合大学です。研究分野は文系・理系を問わず
広範囲にわたります。佐野日本大学高等学校は日本大
学の付属校であり、推薦入学制度を活用し毎年多くの
生徒が日本大学へ進学しています。本校では充実した教
育環境の中で自分の適性を見極めながら、将来について
じっくり考えることができます。

日本大学に推薦で入学するための試験が「基礎学力到
達度テスト」です。このテストによる推薦は全学部全学科
が対象です。このテストの結果が希望する学部学科の推
薦基準を満たしていれば、出願することが可能で、その後
の小論文や面接などの結果を総合して合否を決めること
になります。付属高校生全員が、3年間に計4回受験する
ことになります。

幅広い進路選択制度 日本大学への推薦入学制度

日本大学紹介
日本大学は、明治22年（1889年）に創立された
日本法律学校を前身とします。欧米法教育が主
流であった当時、日本の法律を学ぶ学校の創立
は、大いに独自性を発揮しました。この創立に際し
て中心的な役割を果たしたのが、時の司法大臣
山田顕義であり、現在、日本大学では山田顕義を
学祖と位置づけています。山田顕義は松下村塾
で吉田松陰に師事し、明治4年、岩倉具視を全権
大使とする使節団の一員としてフランスを訪問し
ています。

法学部
文理学部
経済学部
商学部
芸術学部
国際関係学部
危機管理学部
スポーツ科学部
理工学部
生産工学部
工学部
医学部
歯学部
松戸歯学部
生物資源科学部
薬学部

学 祖  山 田 顕 義
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深い学びを実現する3コース＋αクラス
放課後の時間を有効利用　学習と部活動の両立が可能

【学習指導の一例】
●コース・学年を超えて受講できる講座　●ハイレベル講座　●日本大学進学対策講座
●選択科目（理社）特別講座　●Classi、plus学び（AI教材atama+を用いた学習サポートシス
テム）、スタディサプリ（特別進学コース）等のICT教材

特別進学コースαクラス

スーパー進学コース

特別進学コース

進学コース
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教科 科目 １年
２年 ３年

文 理 文 理

国語

現代の国語 2

言語文化 3

論理国語 3 2 3 3

古典探究 4 3 4 3

地理 歴史

地理総合 2

地理探究 3

歴史総合 2

日本史探究 ④

世界史探究 ④

演習 5 2

公民

公共 2 2

倫理 ③

政治・経済 ③

数学

数学Ⅰ 4

数学Ⅱ 4 4

数学Ⅲ 4

数学 A 2

数学 B 2 2

数学 C 2

演習 5

理科

物理基礎 2

物理 ② ④

化学基礎 2 2

化学 2 4

生物基礎 2

生物 ② ④

演習 2

保健体育
体育 2 2 2 3 3

保健 1 1 1

芸術 美術Ⅰ 2

外国語

英語コミュニケーションⅠ 4

英語コミュニケーションⅡ 4 3 4 4

論理・表現Ⅰ 2

論理・表現Ⅱ 2 2

演習 3 3

家庭 家庭基礎 2 2

情報 情報Ⅰ 2

総合的な探究の時間 1 1 1 1 1

ホームルーム 1 1 1 1 1

計 34 34 34 34 34

特
別
進
学
コ
ー
ス
α
クラス

東大・京大・国公立大学医学部など最難関大学への
現役合格を目指すクラスです。少人数のクラス編成、
ハイレベルな授業、放課後の多様な講座やキャリア
教育を見据えた講演会等、1年次より最難関大学合
格を目指す緻密なカリキュラムと、きめ細やかな指導

体制が特徴です。教養の源となるのは、生徒の旺盛
な知的好奇心であると考え、特別進学コースαクラス
では自分を磨く多彩なコンテンツを用意。3年後の大
学受験を見据え、互いに切磋琢磨しながら学校生活
を送ることができます。

東大・京大・
国公立大学医学部を目指す。

全員が高い目標を持って
学習に取り組んでいます

地歴公民科 伊東裕樹 先生

αクラスの生徒は全員が高い目標を持って学習に
取り組んでいます。皆、「切磋琢磨」という言葉を
意識し、学校生活を送っています。仲間であり、ラ
イバルであるという関係性を持っているように感じ
ます。私自身、授業に関しては「生徒自身が考え
る」という視点を忘れないようにし、楽しみながら学
ぶということも意識して授業を展開するように心掛
けています。

αクラスはみんな難関大学進学を目指して
いるクラスです。それだけに具体的に明確
な目標を持っている人が多い気がします。私
は国公立大学の医学部進学を目指し、日々
勉強しています。入学前は勉強ばかりしてい
るクラスだと思っていたのですが、そんなこと
はなく、授業中とそれ以外の時間でメリハリ
があり、楽しい学校生活を送っています。

3年間学業奨学生

αクラスは明確な目標を
持っている人が多い

※2・3年○は選択科目

カリキュラム 令和5年度生予定
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教科 科目 １年

２年 ３年

文 理
国立 私立

文 理 文 理

国語

現代の国語 2

言語文化 3

論理国語 3 2 3 3 4 2

古典探究 4 3 4 3 2

演習 5

地理 歴史

地理総合 2

地理探究 3

歴史総合 2

日本史探究 ④

世界史探究 ④

演習 5 2 8

公民

公共 2 2

倫理 ③

政治・経済 ③

数学

数学Ⅰ 4

数学Ⅱ 4 4

数学Ⅲ 4 5

数学 A 2

数学 B 2 2

数学 C 2 4

演習 5 4

理科

物理基礎 2

物理 ② ④ ④

化学基礎 2 2

化学 2 4 4

生物基礎 2

生物 ② ④ ④

演習 2

保健体育
体育 2 2 2 3 3 3 3

保健 1 1 1

芸術 美術Ⅰ 2

外国語

英語コミュニケーションⅠ 4

英語コミュニケーションⅡ 4 3 4 4 4 4

論理・表現Ⅰ 2

論理・表現Ⅱ 2 2

演習 3 3 4 4

家庭 家庭基礎 2 2

情報 情報Ⅰ 2

総合的な探究の時間 1 1 1 1 1 1 1

ホームルーム 1 1 1 1 1 1 1

計 34 34 34 34 34 34 34

特
別
進
学
コ
ー
ス

難関国公立大学や難関私立大学をはじめ、日本大
学医学部や歯・薬学部などの難関学部への現役合
格を目指すコースです。特別進学コースαクラスと同
様に、放課後の多様な講座やキャリア教育を見据え
た講演会等を実施します。2年次には文系、理系にカ

リキュラムが分かれ受験をバックアップします。3年次
から国立・私立それぞれの受験に即したカリキュラム
を展開。また、放課後の時間を有効に活用して、部活
動と学習を両立することも可能です。

東大・京大・
国公立大学医学部を目指す。

難関国公立大学・難関私立大学
日本大学難関学部を目指す。

「分かる授業」、「楽しい授業」を
心掛けています

国語科 寺内真里奈 先生

特別進学コースの生徒は学習面でも生活面でもやる
べきことをきちんとできる生徒たちだと思います。授業
は集中して取り組んでいますが、休み時間等には楽し
そうに話している姿が見られ、メリハリをつけた生活が
送れているように思います。普段の授業では「分かる
授業」、「楽しい授業」を心掛け、できるだけ生徒たちが
自分で気づきを生み出し、学びを深められるよう、話し
合いや考える活動を多くするなどの工夫をしています。

国公立大学の医療系学部のある大学に進学
したいと思っています。医療従事者として働く
母の姿に憧れを抱いたことがきっかけです。中
学生の頃からそれを目標としていましたが、佐
野日大のオープンキャンパスに訪れた際に感
じた先生方の熱心さと充実した教育カリキュラ
ムに惹かれ入学しました。私はこの学校での学
びを大切にし、成長していきたいと思います。

入学試験における成績優秀者には学業奨学生の資格が与えられます。

医療従事者として働く母の
姿に憧れ、将来は医療系学部へ

※2・3年○は選択科目

カリキュラム 令和5年度生予定
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教科 科目 １年
２年 ３年

文 理 文 理

国語

現代の国語 2

言語文化 3

論理国語 3 2 3 3

古典探究 4 3 3

演習 5

地理 歴史

地理総合 2

地理探究 3

歴史総合 2

日本史探究 4

演習 7

公民 公共 2 2

数学

数学Ⅰ 4

数学Ⅱ 4 4

数学Ⅲ 5

数学 A 2

数学 B 2 2

数学 C 3

演習 6

理科

物理基礎 2

物理 ② ④

化学基礎 2 2

化学 2 4

生物基礎 2

生物 ② ④

保健体育
体育 2 2 2 3 3

保健 1 1 1

芸術 美術Ⅰ 2

外国語

英語コミュニケーションⅠ 4

英語コミュニケーションⅡ 3 3 4 4

論理・表現Ⅰ 2

論理・表現Ⅱ 3 2

演習 4 3

家庭 家庭基礎 2 2

情報 情報Ⅰ 2

総合的な探究の時間 1 1 1 1 1

ホームルーム 1 1 1 1 1

計 34 34 34 34 34

「師弟同行」とは生徒と一緒に
成長し、学ぶことです

数学科・情報科 種里英男 先生

生徒たちは一人ひとり目的意識を持って学習に取
り組んでいます。放課後には各自、部活動や自主
学習に励み、充実した学校生活を過ごしています。
校訓でもある「師弟同行」は生徒と一緒に成長し、
学ぶことだと考えています。そのため、生徒をよく理
解し、知る必要があるように思います。佐野日大は
多方面から生徒が通っています。多くの友人たちと
豊かな環境の中、一緒に学んでいきましょう。

国公立大学、難関私立大学、日本大学への現役合
格を目指すコースです。質の高い授業や放課後の各
種講座等で基礎力を身につけていき、毎月1回実施
する「基礎力確認テスト」及び基礎学力到達度テスト
に向けた直前講義からなる「スパ進サポート」を通し

て、実践力を養います。また、2年次からは文系と理系
に、3年次では私立文系、私立理系とカリキュラムが
分かれ、進路目標に応じた授業を展開。なお、国公立
大学志望者に関しては、希望により3年次から特別
進学コースへの移動が可能となります。

私はゴルフ部に所属していますが、部活動にも
勉強にも全力で取り組みたい人にはぴったりの
コースだと思います。今後は日本大学の生物資
源科学部に進み、アスリートを支えられるような
管理栄養士になりたいと思っています。佐野日
大はそれぞれに合ったコース選択ができ、校訓に
もある「文武両道」が実践できる学校です。充実
した学校生活を過ごしたいと思います。

部活動にも勉強にも全力で
取り組みたい人にはぴったり

ス
ー
パ
ー
進
学
コ
ー
ス

国公立大学・難関私立大学・
日本大学を目指す。

※2・3年○は選択科目

カリキュラム 令和5年度生予定
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教科 科目
１
年

２年 ３年

文 理 文 理

国語

現代の国語 2

言語文化 3

論理国語 3 3 4 3

古典探究 4 3 4 3

地理 歴史

地理総合 2

地理探究 4 4

歴史総合 2

日本史探究 4

世界史探究 4

演習 6 6 6

公民

公共 2 2 2 2 2

倫理 2

政治・経済 4

数学

数学Ⅰ 4

数学Ⅱ 4 4

数学Ⅲ 4

数学 A 2

数学 B 2 2

数学 C 3

演習 6

理科

物理基礎 2

物理 ③ ④

化学基礎 2 2

化学 2 4

生物基礎 2

生物 ③ ④

保健体育
体育 2 2 2 3 3

保健 1 1 1

芸術 音楽Ⅰ 2

外国語

英語コミュニケーションⅠ 4

英語コミュニケーションⅡ 3 3 4 4

論理・表現Ⅰ 2

論理・表現Ⅱ 3 3

演習 5 4

家庭 家庭基礎 2 2

情報 情報Ⅰ 2

総合的な探究の時間 1 1 1 1 1

ホームルーム 1 1 1 1 1

計 34 34 34 34 34

日本大学・
有名私立大学を
目指す。

生徒たちは集団で協力することが
得意な印象です

英語科 木村友里恵 先生

進学コースでは部活動に所属している生徒が多く、
何事も楽しみながら取り組む姿が見受けられます。
全体的に明るく活発な雰囲気の中で、学校行事や
清掃活動にも積極的に取り組む生徒が多く、学習
面、生活面のどちらにおいても集団で協力すること
が得意な印象です。学習・進路・学校生活、全てに
おいて生徒が自ら納得し、正しい選択や行動ができ
るように指導することを心掛けています。

日本大学や有名私立大学への現役合格を目指す
コースです。日本大学の推薦制度をはじめ、有名私
立大学の受験に対応したカリキュラムで実力を養成
します。2年次からは文系と理系に分かれたクラス編
成で生徒の適性や将来の進路に備え、きめ細かな学

習指導を徹底します。さらに、学習面だけでなく、将来
幅広い視野や知識を持てる指導も実施します。付属
校の特徴を活かし、安心して学習や部活動などに取
り組むことができ、毎年、このコースから多くの生徒が
日本大学へ進学しています。

医療系の大学に進学したいと考えています。
両親が医療に携わっていることもあり、もとも
と興味があったのですが、感染症の影響を受
けて、様々な人を助けたいと思い、目指すよう
になりました。中学時代と比べ、勉強に対す
る意識が変わりました。授業に臨むにあたっ
て必ず予習、復習をするようになり、より理解
を深めることができるよう努力しています。

中学時代と比べ、勉強に対する
意識が変わりました

進
学
コ
ー
ス

※2・3年○は選択科目
※地理歴史・公民の選択は左から世界史・日本史・地理・公民クラス

カリキュラム 令和5年度生予定
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4 月

April

5 月

May

6 月

June

7 月

July

8 月

August

9 月

September

■ 入学式
■ 始業式・対面式
■ 新入生宿泊研修
■ 遠足
■ 基礎学力到達度テスト
■ 新入生諸検査
■ 外部模擬試験

■ 学園創立記念日
■ 生徒総会
■ 生徒会役員選挙
■ PTA定期総会
■ 前期中間試験

■ 定期演奏会
■ 顕桜祭（文化祭）
■ 進学講演会（3年）
■ 外部模擬試験
■ 実用英語技能検定

■ 小論文模試
■ 三者面談
■ 夏季セミナー（1・3年）
■ 特訓ゼミ
■ 校内セミナー（3年）
■ 東北大見学会
■ ニュージーランドターム留学（ 7月上旬～9月下旬）
■ ケンブリッジ大学ペンブルック・カレッジ サマープログラム
■ 北京月壇中学来校

■ 夏季セミナー（2年）
■ 特訓ゼミ
■ 前期期末試験
■ 短期海外研修（イギリス）
■ SLICEプログラム

■ 顕桜祭（体育祭）
■ 外部模擬試験
■ 基礎学力到達度テスト（3年）

EVENT SCHEDULE さまざまな体験を通して、
友と出会い人間力を養います。

■ 学校行事
■ 学習・進路
■ 国際交流行事

 ケンブリッジ大学ペンブルック・カレッジ サマープログラム
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10 月

October

11 月

November

12 月

December

1 月

January

2 月

February

3 月

March

■ 日本大学創立記念日
■ 前期終業式
■ 後期始業式

■ 実用英語技能検定
■ 外部模擬試験

■ 北京月壇中学訪問

■ 外部模擬試験
■ 後期中間試験

■ 進学講演会（1年）

■ 研修旅行（2年）
■ 予餞会

■ 日本大学学部訪問（1年）
■ ハンガリーフンファルビ高校訪問

■ 出陣式
■ 百人一首大会

■ 校内実力テスト
■ 外部模擬試験

■ 大学入学共通テスト
■ 実用英語技能検定（1・2年 全員受験）

■ 外部模擬試験
■ 後期期末試験

■ 卒業式
■ 英語プレゼンコンテスト

■ 探究学習発表会
■ 修了式

■ 春季セミナー
■ 特訓ゼミ

■ ハンガリーフンファルビ高校来校
■ ケンブリッジ大学ペンブルック・カレッジイースタープログラム

学校行事

佐野日大の最大のイベントの一つ

学年の垣根を超えた団結力が問われます

文化祭

体育祭

各クラス、文化部ごとに1テーマで参加します。アイスやベーグルな
どの模擬店、巨大迷路や理科実験体験などの作品展示など個性
的。その他、演劇やダンスパフォーマンス、文化部による発表や有
志によるライブなど佐野日大の最大のイベントの一つです。

併設の中等教育学校と合同で4チームに分かれて行われます。各
チームが揃いのTシャツを身にまとい、学年の垣根を超えた団結力
が問われます。中でも応援合戦や部活対抗リレーなど盛り上がる
競技が多く、学校全体の盛り上がりを感じてほしいイベントです。

顕桜祭［文化祭・体育祭］

■
■
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CLUB ACTIVITIES 放課後は思い出の宝庫。
一生の友と出会う場所。
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部活動

本校硬式野球部出身。平成
元年、本校初の全国高等学
校野球選手権大会（夏の甲
子園）に投手として出場。同
年、阪神タイガースにドラフト
3位で指名され入団、プロ野
球選手として活躍後、平成
29年4月に本校硬式野球
部の監督に就任。

現在69名が在籍しており、生徒
たちの目標である甲子園出場、全
国制覇に向けて、日々練習に励
んでいます。基礎・基本を大切に
し、先を見据えた指導を心掛けて
います。入学を目指すみなさんも
自分の可能性を信じ、夢や目標に
向けて何事にもチャレンジして欲
しいと思います。共に大きな目標
に向かって頑張りましょう。

「文武両道」を目指し、日々勉強と
部活動の両立に励みながら全国
大会出場を目標に練習に取り組
んでいます。「ラグビーを通して人
間的に成長する」ことを目標とし、

「品位・情熱・結束・規律・尊敬」
というラグビー憲章をチームで大
切にしています。みなさんの自立
と成長のためのサポートを全力で
行います。一緒に目標に向かって
チャレンジしましょう。

指導する上でのモットーは「質実
剛健」。飾り気がなく、真面目で強
くフェアプレーを心掛けるチーム
づくりをしています。チームのため、
そしてチームメイトのため、常に全
力で取り組むよう指導しています。
目標を達成するために協調性を
持って行動することが大切です。
佐野日大サッカー部を目指す皆さ
ん、全国大会出場を目指し、一緒
に頑張りましょう。

「日本一応援されるチームで日本
一になる」ことを目標に日々活動し
ています。部員たちは皆、インター
ハイ・国体出場に向けて高い意識
を持ち稽古に励んでいます。佐野
日大は設備、環境共に整ってい
て個人の意識の持ち方で文武両
道を実践できる学校です。

部員同士とても仲が良く、チーム
ワークがあり一人ひとりが目標に
向かって真剣に競技に取り組ん
でいます。私が指導する上でのモッ
トーは「人間万事塞翁が馬」。未
来は誰にもわからない。明確な目
標を持ち、どんな状況に置かれても
一喜一憂せず、今その瞬間に最
善を尽くすことを主眼においていま
す。様 な々面で環境の整った佐野
日大で一緒に夢を叶えましょう。

硬式野球部　麦倉洋一 先生

全国高校ラグビー大会（花
園）ベスト16、大学選手権
優勝、日本選手権優勝の経
験を持つ。日本代表のメン
バーにも選出。その後、県内
の高校教諭となり高校日本
代表・U-19日本代表コーチ
も務めた。

ラグビー部　藤掛三男 先生

本校サッカー部出身。在学
中に、U-16日本ジュニア
ユース、U-18日本ユースの
代表として選出される。その
後は、順天堂大学サッカー
部に所属し、キャプテンも務
め、バルセロナオリンピック
代表候補にもなった。

サッカー部　海老沼秀樹 先生

団体の部において、中学・大
学で2度の日本一を経験。
社会人になり、全国教職員
剣道大会で個人優勝を果た
す。平成25年、本校剣道部
は、初めて夏のインターハイ
団体に出場した。これまでに
インターハイ団体3位、個人
で優勝に導いた。

剣道部　大関利治 先生

高校時代はインターハイ入
賞、全国高校駅伝で準優勝
し、日本大学に進学。大学で
は箱根駅伝に4年連続出場
し準優勝2回、実業団では
ニューイヤー駅伝、マラソンを
経験したのち、コーチとして数
多くの選手を指導。

陸上競技部　岩本照暢 先生

経
験
豊
か
な
熱
き
指
導
者
た
ち

運 動 部
硬式野球部／軟式野球部／陸上
競技部／剣道部／柔道部／サッ
カー部／バスケットボール部／ゴ
ルフ部／ラグビー部／バレーボー
ル部／テニス部／ソフトテニス部
／チアリーディング部／弓道部／
水泳部／ダンス部

文 化 部
茶道部／書道部／華道部／演劇
部／美術部／文芸部／理科研究
部／ＪＲＣ Sクラブ／写真部／数学
研究部／英語研究部 Bees（ビー
ズ）／管弦楽部／吹奏楽部／デジ
タル放映部／イラストアニメ部／
合唱部／インターアクト・クラブ／
応援団／和太鼓部／まちづくり部

同 好 会
卓球同好会／バドミントン同好会／
囲碁将棋同好会／ロボット同好会

運 動 部

文 化 部

【硬式野球部】春季県大会優勝/春季関東大
会出場/全国高校野球選手権栃木大会準優
勝　【陸上競技部】県高校総体男子800m優勝
/関東大会男子走高跳・男子やり投・女子棒高跳・
男子800m2名・男子1500m3名・男子5000m2
名・男子3000mSC・男子5000mW計12名出場
/全国高校総体男子1500m出場　【剣道部】関
東大会男子団体第3位・個人3名出場/全国高校
総体男子団体出場・男子個人1名出場　【柔道
部】関東高校柔道大会県予選女子個人57㎏級
優勝　【サッカー部】関東大会県予選準優勝/
関東高校サッカー大会Ｂグループ出場/全国高
校総体県予選準優勝　【ゴルフ部】（男子）県
ジュニア個人優勝/国民体育大会県予選少年男
子個人優勝/関東大会団体優勝・個人5名出場/
関東ジュニア個人4名出場/日本ジュニア個人2
名出場/全国大会団体出場・個人3名出場　（女
子）関東大会個人1名出場/関東ジュニア個人1
名出場/日本ジュニア個人1名出場　【ラグビー
部】関東大会Gブロック第3位　【水泳部】関東
大会個人種目2名・リレー種目4名出場　【チア
リーディング部】USA Japan チアリーディング＆
ダンス学生選手権大会2021 Virtual高校編成
Show Cheerleading部門 Novice第1位/ USA 
JAPAN School & College Nationals 2022全国
大会 高校編成Show Cheerleading部門Show 
Cheerleading Non-Building第1位

【書道部】学校芸術祭児童生徒書写書道展半
紙の部金賞8名・条幅の部県入賞1名・金賞2名/
書初展特賞・金賞　【美術部】防犯ポスターコン
クール県高校生の部銅賞1名　【吹奏楽部】栃木
県吹奏楽コンクール高校Ｂ部門銀賞/アンサンブ
ルコンテスト県南地区木管3重奏銀賞・金管3重
奏銅賞

部活動の主な実績（2021年度）

PROF I LE

PROF I LE

PROF I LE

PROF I LE

PROF I LE
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FACILITIES

スタジアム30 野球場

小ホール

図書館

人工芝サッカー場

イングリッシュカフェ桜荻庵

天体ドーム

室内温水プール

トレーニングルーム

大講義室

CAI教室

スタジアム30 総合グラウンド

豊かな教育環境と充実した施設

本館・理科研究棟正門
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UNIFORM

施設

制服おしゃれな制服でワードローブを楽しむ

冬服 夏服

1号棟　外観

1号棟内

1号棟

1号棟内

1号棟内

武道館　外観

武道館　柔道場 武道館　剣道場

プラザ40　講堂兼総合体育館

プラザ40　メインアリーナ プラザ40　サブアリーナ
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出身中学校別在籍状況

栃
木
県

佐野 城東 6 11 12 29
西 4 8 3 15
南 7 7 9 23
北 2 4 8 14

赤見 2 4 6 12
田沼東 2 5 7

あそ野学園義務教育 6 5 5 16
葛生 2 1 3
常盤 1 1

足利 第一 1 1 4 6
第二 5 1 3 9
第三 1 3 4
西 5 5

山辺 4 4 6 14
協和 5 4 5 14
坂西 1 5 6
北 3 5 9 17

富田 1 2 3
毛野 1 2 1 4

愛宕台 1 4 5
白鷗大学足利 3 5 8

下都賀 野木 野木 1 2 3
野木第二 2 3 5 10

壬生 壬生 1 2 3 6
南犬飼 1 2 3

栃木 栃木東 2 3 5
栃木西 1 8 4 13
栃木南 4 1 5
東陽 5 5
吹上 1 2 3 6
岩舟 6 3 9
藤岡 2 2 1 5
大平 1 5 3 9

大平南 7 4 5 16
都賀 2 1 3
西方 1 1

小山 小山 7 2 9
小山第二 6 2 4 12
小山第三 5 6 6 17

豊田 1 1 2
間々田 1 1 6 8

桑 7 3 1 11
大谷 4 3 4 11
美田 2 1 3

小山城南 5 4 11 20
乙女 2 1 3

栃木朝鮮初中級 1 1
下野 石橋 1 3 4

国分寺 3 2 3 8
南河内 1 1

南河内第二 2 2 2 6
宇都宮 陽南 1 1

雀宮 1 1 1 3
姿川 1 2 3
豊郷 1 1
一条 3 1 4

宮の原 2 2 4
陽東 1 1

泉が丘 1 2 3
鬼怒 1 1 2

宇都宮大学共同教育学部附属 3 1 4
横川 1 1

瑞穂野 1 1
河内 1 1
古里 2 2

鹿沼 西 1 1
北 1 1

北犬飼 1 1 2
南押原 1 1
南摩 1 1

大田原 大田原 1 1
河内 上三川 明治 1 1
真岡 真岡 1 1

真岡東 1 1 2
芳賀 益子 益子 1 1

那須塩原 黒磯北 1 1
厚崎 1 1

さくら 氏家 1 1 1 3
那須烏山 南那須 1 1

栃木県合計 137 161 184 482

群
馬
県

館林 第一 4 1 8 13
第二 3 1 2 6
第三 5 3 9 17
第四 8 10 4 22

多々良 3 3 5 11
邑楽 板倉 板倉 1 5 6

邑楽 邑楽 1 1
邑楽南 1 1

大泉 西 1 1 2
南 1 1

地域・地区 中学校 1年 2年 3年 計 地域・地区 中学校 1年 2年 3年 計 地域・地区 中学校 1年 2年 3年 計
そ
の
他

北海道 猿払村立拓心 1 1
青森県 八戸市立是川 1 1
岩手県 盛岡市立北松園 1 1

盛岡市立厨川 1 1
宮城県 名取市立第一 1 1
福島県 いわき市立平第一 1 1

いわき市立平第二 1 1
千葉県 千葉市立幕張本郷 1 1

船橋市立宮本 1 1
松戸市立小金南 1 1
野田市立南部 1 1

流山市立おおたかの森 1 1
八千代市立大和田 1 1
八千代市立萱田 1 1

鎌ケ谷市立鎌ケ谷 1 1
東京都 台東区立柏葉 1 1

墨田区立竪川 1 1
品川区立伊藤学園 1 1
品川区立荏原第一 1 1

青稜 1 1
目黒区立東山 1 1

大田区立東調布 1 1
世田谷区立砧 1 1

世田谷区立千歳 1 1
荒川区立第九 1 1
練馬区立大泉 1 1

練馬区立大泉学園 1 1
練馬区立大泉北 1 1

練馬区立関 1 1
江戸川区立篠崎 1 1

八王子市立ひよどり山 1 1
町田市立町田第一 1 1
あきる野市立秋多 1 1

神奈川県 横浜市立樽町 1 1
横浜市立瀬谷 1 1
横浜市立都田 1 1
川崎市立桜本 1 1
川崎市立中原 1 1 2
川崎市立枡形 1 1

川崎市立南生田 1 1
川崎市立有馬 1 1
川崎市立犬蔵 1 1
川崎市立白鳥 1 1

川崎市立西生田 1 1
相模原市立小山 1 1
相模原市立上溝 1 1

相模原市立大野台 1 1
茅ヶ崎市立第一 1 1
茅ヶ崎市立北陽 1 1
厚木市立荻野 1 1
厚木市立東名 1 1

新潟県 新潟市立中野小屋 1 1
燕市立燕 1 1

上越市立春日 1 1
富山県 富山市立大泉 1 1

富山市立速星 2 2
富山市立堀川 1 1 2
富山市立山室 1 1

長野県 佐久長聖 1 1
愛知県 名古屋市立志段味 1 1
京都府 京都市立旭丘 1 1

京都市立西京極 1 1
大阪府 交野市立第一 1 1
海外 John Sells Middle School 1 1 2

シンガポール日本人学校 1 1
バンコク日本人学校 2 2
ペナン日本人学校 1 1

クアラルンプール日本人学校 1 1
その他合計 20 25 28 73
総合計 371 446 434 1251

都道府県･国 中学校 1年 2年 3年 計
北 1 3 4

明和 明和 1 2 3
千代田 千代田 2 2 1 5

桐生 広沢 1 1
相生 1 1
桜木 1 1
境野 3 1 4
中央 2 2 1 5
清流 2 2

桐生大学附属 2 2
みどり 大間々東 1 1 2

笠懸 1 1 2
笠懸南 2 2

前橋 第三 1 1
鎌倉 1 1

群馬大学共同教育学部附属 2 4 5 11
みずき 1 1

伊勢崎 第一 3 3
第四 2 2
宮郷 1 1
境南 1 1
あずま 1 1
赤堀 1 1

太田 東 4 1 2 7
西 3 4 1 8
南 4 1 1 6

北の杜学園 2 1 3
毛里田 1 2 3
宝泉 2 2
強戸 1 2 1 4
休泊 1 3 2 6
城東 1 2 4 7
城西 1 1
旭 5 1 6

尾島 2 2
木崎 1 1

藪塚本町 1 1 2
ぐんま国際アカデミー 1 1 2 4

高崎 大類 1 1
榛名 1 1

佐波 玉村 南 1 1
安中 新島学園 1 1

群馬県合計 65 68 70 203

埼
玉
県

さいたま 岸 1 1
田島 1 1
三室 1 1

尾間木 1 1
春里 1 1
泰平 1 1

大宮八幡 1 1
土呂 1 1 2
春野 1 1
岩槻 2 2
城南 1 1 2
城北 1 1 2
栄東 1 1

川口 芝 1 1
里 1 1

戸田 戸田 1 1
新曽 1 1

羽生 東 3 2 2 7
西 9 8 2 19
南 8 12 6 26

加須 加須東 2 6 3 11
加須西 2 5 4 11
加須北 1 1
昭和 6 12 6 24

加須平成 4 2 4 10
騎西 5 8 13

北川辺 3 1 4
大利根 1 1

行田 長野 1 1 2
太田 1 1 2
忍 1 1 1 3

見沼 2 1 3
行田 1 2 4 7
西 1 5 1 7

南河原 1 1 1 3
熊谷 富士見 6 1 1 8

熊谷東 1 1 2
玉井 1 1 2
大原 1 2 3
大幡 1 1

妻沼西 2 2
妻沼東 2 3 5

幸手 幸手 2 3 1 6
東 1 2 3
西 1 2 1 4

北葛飾 杉戸 杉戸 1 2 3 6
吉川 東 1 1

久喜 久喜 2 3 3 8
久喜東 1 2 3
久喜南 1 1
太東 5 1 6
鷲宮 2 4 2 8

鷲宮東 2 7 3 12
鷲宮西 1 1
栗橋東 5 2 1 8
栗橋西 2 5 7
菖蒲 1 1

春日部 春日部 3 2 3 8
豊春 1 1
武里 1 1
大沼 2 1 3

春日部南 2 1 3
東 2 2

豊野 1 2 3
大増 1 1
葛飾 1 3 1 5

江戸川 1 1
飯沼 2 1 3

越谷 北 1 2 3
中央 1 1
南 1 1

栄進 2 2
北陽 1 1 2
新栄 1 1 2

千間台 3 1 4
富士 1 1
光陽 1 1

南埼玉 宮代 百間 2 3 1 6
前原 3 1 4

白岡 篠津 3 6 4 13
南 1 4 5

白岡 2 1 3
蓮田 蓮田 1 1

黒浜 1 1
蓮田南 1 1
黒浜西 1 1 1 3

鴻巣 川里 1 1
鴻巣 2 2
吹上 1 1

深谷 上柴 1 1 2
深谷 1 1
南 1 1

秩父 皆野 皆野 1 1
比企 滑川 滑川 1 1
北本 北本 1 1
新座 第五 1 1
入間 野田 1 1
本庄 本庄第一 2 1 3
児玉 上里 上里 1 1
上尾 大石南 1 1

ふじみ野 大井東 1 1
葦原 1 1

埼玉県合計 114 155 109 378

茨
城
県

筑西 下館 1 1 1 3
下館西 1 1
下館南 2 1 3

結城 結城 1 4 2 7
結城南 2 2 3 7
結城東 1 1

古河 古河第一 3 2 7 12
古河第二 6 3 5 14
古河第三 3 7 5 15

総和 1 2 6 9
総和南 4 2 2 8
総和北 2 4 4 10
三和 2 1 3

三和東 1 1
三和北 1 1 2

猿島 五霞 五霞 1 1
境 境第一 2 2 4

境第二 1 1
結城 八千代 八千代第一 1 1

東 1 1
桜川 岩瀬東 1 1
つくば 春日学園義務教育 1 1

吾妻 1 1
みどりの学園義務教育 1 1

守谷 御所ケ丘 1 1
ひたちなか 大島 1 1
日立 坂本 1 1
坂東 猿島 1 1
笠間 友部 1 1
石岡 石岡 1 1
常総 鬼怒 1 1

茨城県合計 35 37 43 115

令和4年4月6日現在
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オープンキャンパス2022

学力判定テスト 受験料無料

SANICHI Achievement 2022

スクールバスについて

試 験 日
申込期間
会 場
試験教科

①自分の学力がわかる
受験教科ごとの得点や順位・平均点を示します。

②合格の可能性がわかる
本校の入試を受験した場合の合格可能性を示します。

③入試の雰囲気がわかる
入試本番と同じ場所・同じ時間・同様の問題で実施します。

令和4年10月8日（土）
令和4年6月1日（水）～10月3日（月）
佐野日本大学高等学校
3教科（国・数・英）または
5教科（国・数・英・社・理）のいずれかを選択。
※5教科受験の方は昼食を準備してください。

¥10,000
特別進学コースαクラス合格確実圏を獲得すると

本校の
入学試験を

で受験
できます！

受験生応援キャンペーン
希望のコースの合格確実圏を勝ち取ろう！！

7月30日（土）・7月31日（日）・8月7日（日）
10:00～13：00（受付9：00～9：50） ●全体説明（学校紹介 等）　●キャンパスツアー　●コース紹介
　　　　　　　　　　　　　　　●入試対策講座　●体験講座　●進路相談　●部活動見学 等

A 一日体験入学

9月17日（土）
10:00～13：00（受付9：00～9：50） ●全体説明（学校紹介等）　●部活動見学　●進路相談 等

B 一日体験入学
部活動イベント 

10月30日（日）・11月3日（木・祝）
11月23日（水・祝）・11月26日（土）
10:00～13：00（受付9：30～12：00）　●入学説明・進路相談・見学　●入試対策講座 等

C 入学説明
進路相談会 

12月3日（土）
14:00～17：00（受付13：30～16：00）　●進路相談・見学

D 進路相談会

1.佐野駅 JR両毛線・東武佐野線

2.吉水駅 東武佐野線

3.足利駅 東武足利市駅・JR両毛線足利駅経由

4.太田駅 東武線

5.バスターミナルおおた

6.館林駅 東武線

現在、登下校に12方面から専用のス
クールバスを運行しています。回数
券での利用も可能です。

（登校時の回数券での利用は佐野駅からのみ）

7.静和駅 東武日光線

8.栃木駅 JR両毛線・東武日光線

9.小山駅 JR線

10.板倉東洋大前駅東武日光線

11.古河駅 JR宇都宮線

12.自治医大駅 JR宇都宮線

12,100円／月

8,800円／月

16,500円／月

18,700円／月

18,700円／月

16,500円／月

16,500円／月

17,050円／月

17,600円／月

17,050円／月

17,600円／月

19,800円／月

※日程や内容が変更になる場合があります。本校HPでご確認ください。
※対象は生徒・保護者の皆さんです。保護者の方だけでもご参加いただけます。

コース紹介　各コースの概要・特色をわかりやすく説明します。
入学説明　今年度の入試を詳しく説明します。
進路相談　どのような疑問にも個別にお答えします。
体験講座　参加して楽しめる講座を実施します。

オープンキャンパスのお申し込みは…
A・Bは6月1日（水）から開催日の3日前まで
C・Dは8月8日（月）から開催日の3日前まで

学力判定テストのお申し込みは…
令和4年6月1日（水）～10月3日（月）まで

お申し込みは
インターネットで

お申し込みは
インターネットで

入試対策講座　過去の入試問題解説やポイントを説明します。
キャンパスツアー　本校の施設を見学していただけます。
部活動見学　部活動の様子を見学していただけます。
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